
京
都
帝
園
大
車
交
科

大

正
ー且a
ノ、

年

一一-ー岡島

月
一一一
十'

一
日

• 

v 

大
単
一
券
市
単
一
研
究
報
告

に
於
げ
る
装
飾
め
る
古
墳
及
横
穴
〕

京
都
一
情
園
大

'事

費

行

t I 

第

競 ;



表 訣 正

四四 三三三ニニニニ一一一一一一一一 序 頁
一 八二 O 九八入四七九九七四四三二八七六四ー言

五 0 金で第「九ーコ詮下一=一ー一-一ー一八一四三一六七五一一一 大七六ー一 行
ニ1 - 一段一ー 一 一等 }ー

喜r骨.z堵zEド2'.Ii1.附6.而山官h.}官富里第 i嶺肌露.~ 重悶竪噌暗噌型P伊第軸少 局~官噌.晶苧霊舎.川髄・ í~ Yf，.~ 詑・~ ~ ・孤紋・徴 周 な 眼 小岡 ・々
川郡孔・の・(第十 か 言E 訣

内E家久古町噴 如・ 7・ 九・λ宛 ? ら墳古 川、~ ~チ a 」d 
一一一一ー チ 脆一一一ノ ノ

最 胸0脆 園 10衛ルj(60(40 ス
阪園

下
ェ魯直紙竪。圏

E
第D第T一限局壁函o千。郡

大 都o
円
z

寺
EEL) ))  コ←妹。弧紋・ 四右四圃::. 1110 小書言

E
。

L- ~.O 第ー チ田正
ト 60 入0 段脆

攻メ
} 

fを"j;;
ス

圃 0 0九八八八七七七大大さ五同宣誓五五五四四哩|頁
版--七入大 一七 五 O 五回ニ六 五ー O 四 O八 λ ニ

第六註 一 一一一一一 一一小一|
四十七

E二ー下段七九八五一一 -ハ~五四一-七一- 玉大五七一四悶玉

語2R3hdF
一
E4E語岡山掘す第事豹業

、-v-
-， 

第推屋. 
l工事来 (， Iこる 一 三・の 版

国
九・

骸種族田ぜ._t. ~ 四第 z・ 部・忠時間・東部・ 第 国
ぜ 15 凶 _..‘・之一 十、

L
十
-

十上品}チ四 助.
九 」 ・
」ノ一一 股 チ

ト五喜波愛菌国。ス版圏十西画版名。此o知疑o形楯0
第締約四間。

某 脱 第
λ0椎屋

。
字回来 形 〈虚心る ー納j~'、 の ス

ーチ ぜ 土0 宮五第に二o fIIコ 西都o 国 E 
ノ削晶 、戸 言。 之
些叩，レ ー十円、， 介。



巻

首

園

版

古

墳

装

飾

模

様

彩

色

園

井

寺

古

墳

石

室

壁

部

櫛

壁
(
北

II 

千
金
甲
第
一
競
古
墳
石
室
櫛
壁
(
奥
壁
及
左
壁
一
部
)

III 

不

知

火

村

古

墳

石

棺

蓋

(

明1

面

，-、
注

怠
〕
彩
色
《
唯
M
M

近
似
/
色
チ
以
テ
零
封
復
原
ノ
状
チ
一
本
ス

ノ
主
、
弁
唱
す
=
於
テ
藍

色
戸
寧
ロ
白
緑
色
三
紅
V
、
不
明
ノ
部
分

ハ
灰
色
テ
施
V
テ
之
チ
区
別
セ
リ



漬

田

耕

作

梅

原

末

治

著

心
肥
後
に
於
け
る

装
飾
あ
る
古
墳
及
横
穴

京

都

帝

国

大

皐

文

科

大

事

i

第

一

班

考

古

皐

研

究

報

告



序
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本

冊

は

大

正

五

年

十

二

月

下

旬

よ

り

同

六

年

一

月

中

旬

の

閉

じ

於

げ

る

著

者

の

熊

本

膝

下

に

於

り

る

装

飾
あ
る
古
墳
及
横
穴
に
闘
す
る
調
査
の
結
果
を
牧
め
た
る
も
の
に
し
て
、
某
の
稿
略
ぽ
成
り
た
る
後
、
報
告
の

J

正
確
を
期
せ
ん
が
錦
め
、
本
年
三
月
梅
原
末
治
を
し
て
再
び
調
査
を
重
ね
し
め
た
る
部
分
あ
り
さ
雄
、
本
年
一

月
以
後
の
新
接
見
に
係
る
も
の
は
、
日
奈
久
古
墳
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内
部
整
理
の
結
果
に
閲
す
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の
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除
告
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の
調
査
じ

洩
れ
た
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方
仁
属
す
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仁
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冊
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目
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冠
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末
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係
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憲
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仁
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熊
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叉
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仁
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仁
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櫛
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遺

材

需

真

及

模

様

拓

本

阿

村

南

北

雨

古

墳

石

室

平

面

及

断

面

圃

全

上

及

小

石

棺

寓

異

大
村
第
四
、
第
五
、
第
七
、
及
第
八
競
横
穴
卒
面
及
断
面
圃

全
土
第
十
.
第
十
一
一
概
横
穴
卒
面
及
断
面
闘

図

版

目

次

九
ニ・ス

二
五

ニ占ハ
二
七。七九ノk

四
五
、
四
六

図。四四
回

四
五
、
岡
大

四
五
、
四
七

-
Z
阿
丸
、
五

O
、
五
二

五

五



第
二
十
六

第
二
十
七

第
二
十
人

第
二
十
九

第

三

十

第
三
十
一

第
三
十
二

第
三
十
三

第
三
十
四

第
三
十
五

第
三
十
六

第
三
十
七

第
三
十
八

第
三
十
九

第

四

十

第
四
十

国

版

目

次

京
ケ
峰
横
穴
卒
面
及
断
面
園

大
村
第
四
、
第
五
及
第
十
五
競
横
穴
寓
翼
:
・

全

上

第

七

競

横

穴

友

側

壁

彫

刻

寓

異

全

上

第

十

及

第

十

一

競

横

穴

寝

具

京

グ

峰

横

穴

寝

具

大

村

横

穴

表

飾

拓

本

寓

異

京

ケ

峰

横

穴

表

飾

拓

本

玉

名

村

永

安

寺

東

古

墳

石

室

平

面

及

断

面

園

全

面

古

墳

石

室

卒

面

及

断

面

園

全
両
古
墳
石
室
入
口

寓

異

全
大
坊
古
墳
石
室
卒
面
及
断
面
園
:
・

石

貫

村

穴

観

音

及

左

右

横

穴

卒

面

圃

全

上

断

面

圃

全

上

入

口

寓

集

:

-. 

全

上

穴

観

音

内

部

及

偶

像

寓

異

石
貫
村
第
二
、
第
六
及
第
七
競
横
穴
平
面
及
断
面
園

全
上
第
八
、
第
十
及
第
十
七
競
横
穴
平
面
及
断
面
園

全
上
第
廿
七
、
第
三
十
三
及
第
四
十

競

横

穴

卒

面

及

断

面

固

ー』，、

五
五

四
九
、
五
三

五
O

五五
五

四
え

l
E三

五
夫
、
五
七
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第
四
十
ニ

第
四
十
三

第
四
十
四

地第
九回
同十

圃五

第第

二

国

第

三

国

第

四

国

第

五

園

第

六

圃

第

七

圃

第第

九八

園圃

第

十

園

全
土
第
六
.
第
七
及
第
八
競
横
穴
入
口
寝
具

全
穴
観
音
左
横
穴
及
第
二
‘
第
七
競
横
穴
内
部
寓
具

全
上
第
八
、
第
十
及
第
四
十
一
競
横
穴
内
部
寓
異

全
上
横
穴
入
口
及
石
厨
子
装
飾
模
様
圃

肥
後
エ
於
グ

Y

装
飾
古
墳
分
布
地
園

手:

圃

目

国

井
寺
古
墳
石
室
内
略
固

全
上
石
室
天
井
石
及
奥
匝
石
棚
(
貫
測
園
)
・
:

全
上
接
見
万
錦
(
富
重
寓
異
)

全
上
石
室
装
飾
模
様
分
子
(
拓
本
)

千
金
甲
第
一
競
古
墳
櫛
壁
模
様
断
面
園
(
著
者
寓
生
)

不
知
火
村
古
墳
石
棺
引
上
作
業
(
著
者
寓
異
)

大
鼠
識
及
小
鼠
戒
島
遠
景
(
著
者
寝
異
)

大
村
横
穴
所
在
地
全
景
(
著
者
寓
異
)

大
村
横
穴
附
近
畿
見
蕨
手
創
(
遠
山
寝
具
)

京
ケ
峰
第
一
雄
横
穴
(
著
者
寓
異
)

小

園

目

次

••• 

七ニ
l
七
四

-
・
・
夫
九
、
七
二
、
七
三

-
・
・
七
五
、
七
六
、
七
八

大
大

l
七七四
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O

ニ
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四
八
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第
十
一
同

第
十
二
闘

第
十
三
回

第
十
四
国

第
十
五
園

第
十
六
回

第
十
七
園

第
十
八
回

第
十
九
圃

第
二
十
圃

第
甘

一
国

第
廿
二
国

第
廿
三
岡

第
廿
四
国

第
廿
五
圏

第
廿
六
園

留

目

次

京
ケ
峰
横
穴
模
様
断
面
圃
(
著
者
寄
生

穴
観
音
横
穴
遍
路
内
面
廟
模
様
(
著
者
寓
生
)

穴
観
音
左
側
壁
矢
筒
形
彫
刻
(
著
者
寓
生
)
:
・

石
貰
村
ナ
ギ
ノ
横
穴
群
排
列
園
(
著
者
測
定
)

••• 

石
貫
村
第
七
挽
横
穴
石
厨
子
奥
壁
彫
刻
模
様
(
拓
本
)
:
・

石
貰
村
第
七
競
横
穴
壁
面
浮
彫
刀
剣
(
拓
本
)

全
土
第
十
競
横
穴
壁
面
浮
彫
刀
飢
(
拓
本
)
・
・
・

筑
後
吉
岡
山
石
製
樹
物
(
碍
山
崎
綿
鮎
鯨
哨
時
)

矢
筒
表
現
埴
輪
(
著
者
寓
生
)

鹿
本
郡
鍋
田
村
横
穴
外
壁
彫
刻
(
古
賀
丈
聞
宇
土
寝
具
)

常
陸
園
東
茨
城
郡
吉
田
村
古
墳
石
櫛
彫
刻
(
拓
本
)

古
墳
脅
見
鹿
角
製
大
刃
装
具
彫
刻
模
様
(
文
様
集
成
)

石
製
釧
(
文
様
集
成

南
洋
ト
ン
ガ
島
土
人
根
棒
彫
刻
模
様
(
品
川
わ
三
)

畿
内
諸
地
方
接
見
埴
輪
模
様
(
寓
異
及
拓
本
)

備
中
都
窪
郡
加
茂
村
新
圧
下
古
墳
榔
壁
模
様
(
文
様
集
成
)
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肥

後

装

飾

古

墳

俄

定

年

代

表

ー
日
奈
久
1

1

1

1

1

阿

村

一

鼠

裁

一

l
玉
名
ー
ー
I
l
l
i

-
-
大
村
1

1

1

1

京
ウ
髪
一

(日
ノ
岡
υ

一

一
ー
ー
石
貰
l
l
i
-
-

(倭

王

室

-

一

則

酬

宋

斉



補

正

印
刷
後
訂
正
者

L
〈
ほ
増
補
を
要
す
る
個
所
b
n
H見
し
た
る
も
の
や
定
に
掲
ヤ

(
第
四
頁
〕

第

七

行

(註

2
)

今
城
の
大
塚
古
墳
の
石
室
橋
壁
の
模
様
は
.
和
田
千
吉
君
賞
査
の
結
果
.
今
な
ほ
明
瞭
仁
同
心
固

楯
形
三
角
形
等
を
朱
青
自
の
三
色
を
以
て
.
奥
壁
に
描
り
る
も
の
あ
る
を
見
る
.

(
第
四
頁
〕

第

八

行

(註

4
)
を
加
ふ

以
上
の
外
、
宇
土
郡
花
園
村
字
立
岡
御
陵
墓
博
設
地
古
墳
の
石
棺
に
も
彫
刻
あ
り
.
今
は
埋
混
ぜ

ら
れ
て
見
る
こ
さ
を
得
令
ざ
い
ふ
.
和
田
千
吉
君
の
談
に
擦
る
.
(
人
類
皐
数
室
苅
古
墳
横
穴
地

名
表
奉
照
)

P

〔
第
七
頁
〕

第

四

行

河

内

玉

手

山

安

幅

寺

の

石

棺

は

其

後

セ

イ

ス

博

士

ピ

ジ

ヨ

ツ

プ

君

ご

共

仁

調

査

の

際

.

ピ

ジ

ヨ

ツ
プ
君
の
説
じ
本
き
、
石
棺
の
蓋
な
り
ざ
す
る
を
穏
嘗
さ
す
可
き
を
認
め
た
り
、
依
っ
て
第
廿
九

頁
註
(
7
)
に

は

之

を

蓋

さ

記

し

た
L
9
.

(
第
廿
頁
)

第

五

圃上

国

営

第

五

周

千

金

甲

第

一

競

古

墳

奥

壁

紋

横

断

面

圃

に

加

ふ

.



大大

• 正正
_._ ---l... ノ、ノ、

責
攻

寓異 活
愛 年年

捌 五官 版 行
五五

版 石 月 月版 印
所 印 I=P 者 一 一席IJ 一刷 届。 一一

人 人 人 十 十

東 京 京 京
五

京 都 者R 軍E

京
日 日

丸三 市 市 市
愛印上 下 ー上

都 京 Jj( 京 行問。
、

義正二'大 谷E桑 5大空 都阪
太 J馬 係

株自 町 場 逝

帝通逝河

仙 山小名姉宮原
式肇 川小町

岡東 E告 角

入 下 翠

曾
ル季山

堂 大

枇 均 節 治 皐



3 

' 
e 

J 

企 J
t， 

" 

一-

r 

生

一久 昔

，事..::
4 民

‘ 

ノ

‘高

司

ψ1、

• ， 

車¥ ¥r j 

" 

甲

t(. 

J. !， 
a 

4耳

‘ 

に

も T

fi. 

/ 

¥ 

r hT 

J 

。J

， 

砂'

r 

A 、 下
1ヤ

A』 Y f ぜ

e 




